
１２月は新年を迎える準備として、輪飾りを作りました。

神社で魂入れをした御利益のあるわら縄を使い、子どもたち

は新しい年が良い年でありますようにと願いを込めながら作

りました。

１月は老眼鏡のレンズで望遠鏡作り。凹レンズと凸レンズ

を組み合わせるだけという簡単な仕組みで遠くの景色が見え

ることにみんな驚いていました。

２月は電池作り。みんなが持ってきた果物や野菜に銅板・

亜鉛板を差し込むと電気が発生することを確認しました。

……ですが、ＬＥＤや豆電球を充分に光らせるほどの電流は

生み出せませんでしたね。

海事記念館では平成２９年度海事記念館こどもクラブの会

員を募集します。町内在住の小学校４～６年生なら誰でも入

ることができるので、いろいろな工作や自然体験を楽しも

う！

募集期間は４月２８日(金)までです。申し込み・お問い合

わせは海事記念館までお願いします。

輪飾り作り

望遠鏡作り
電池作り

海事記念館では季節に合わせたプラネタリウム番組を投映してい

ます。

現在は春のプラネタリウム番組を投映しています。皆さんもよく

知る北斗七星や、お誕生日星座で知られる「おとめ座」「しし座」

など様々な星座の見つけ方やその星座にまつわる物語を紹介してい

ます。皆様もプラネタリウムをご覧になり夜空の星を探してみませ

んか？

開始時間 平日 １５：３０

土日祝日 １１：００ １３：３０ １５：３０



　

　

■海事記念館の事業・記事についての問い合わせ・申し込みは、
海事記念館（Tel／Fax０１５３－５２－４０４０） までお願いいたします。

真龍小学校の３年生が２月１６日（木）の授業参観で厚岸

町指定無形文化財「厚岸かぐら」を披露しました。

真龍小学校は「厚岸かぐら」の伝承校であった糸魚沢小学

校が休校になったことから、平成１３年から伝承校に指定さ

れ伝承活動に取り組んでいます。

子ども達は、「厚岸かぐら」の伝承活動に取り組んでいる

厚岸かぐら同好会（畠山竹士会長）指導のもと２月１日から

練習を始め、「助六舞」と「三本とうじ」の２種類の踊りを

学びました。子ども達は難しい振り付けもすぐに覚え、みん

なで大きな掛け声を出しながら踊っていました。

授業参観で踊り終わった子ども達からは「楽しかった」

「もっと踊りたかった」といった声がありました。

「厚岸かぐら」には上記の踊りの他に「恵比寿舞」「剣

舞」「獅子舞」など様々な踊りがあります。

現在厚岸かぐら同好会ではこれらの踊りを後世に伝えよう

と、小学生から高校生までを対象とした「厚岸かぐら少年

団」を組織して伝承活動に取り組んでいます。団員を随時募

集していますので、一人でも多くの子ども達が町の歴史・民

俗芸能に興味を持ってくれることを願っています。団員申込

や詳しい内容については海事記念館までご連絡ください。

★ 厚岸町郷土館・太田屯田開拓記念館 開 館 のお知らせ ★
郷土館・太田屯田開拓記念館は、両館とも4月16日から開館します。

■開館時間 午前9時00分～午後4時00分
■休館日 毎週月曜日、祝祭日の翌日、11月16日～4月15日（冬期閉館期間）
■入館料 100円（高校生以下無料） ※ 団体25名以上は1名60円


